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0

第
：
..ブ
^
は
、通
路
の
建
設
及
び
存
續
の
費
用
は
、距
離

^
比
例
し
な
い
。
蓋
し
、此
の
目
的
の

® 

"め

R
必
要
な
る
資
本
支
出

•從
つ

•..
て
又
此
の
資
本

.の

.利
子
及
び
償
却

.は
•各
M
間
每

k
著
し
く
相 

違
し

.て

.居
る
か
ら
で

.あ
る
。
此
の
事
は
、氣
候

ビ
か
，通
路
の
地
質
ど
か
、必
要
な
る
工
事
材
料
ビ 

か
土
木
，エ
事

.ど
か

い

ふ

が

如

き

自

然

的

關

係

，並
び
：に
、地

價.W.

か
•其
の
他
の
物
資

.の
價
格
^
か 

S

ふ
が
如
さ
經
濟
的
關
係

^
ょ

.つ
て
、通
路
の
費
用
が
著
し
く
相
違
を
來
す

M
s 

kょ
つ

.て
■了
 

解

さ

.れ

得

る

所p

あ
る
の
。
蓮

送

距
離

ビ
•直

接

'の
關
係

あ

る

通
路

k 
.就
ぃ

で

見

て

す

ら

然

彡

e

す
れ
ば
、況
ん
や
通
路
以
外
の
諸
設
備
か
ら
生
ず
る
固
定
費
部
分
の
如
き
は
、猶
更
に
睁
定
の
一 

蓮
送
の
距
離
の
大
小
ど
は

'

無
關
係
な
喾
で
あ
る
。
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第
ニ
ヒ
營
業
費
を
見
て
も
其
の
大
部
分
は
距
離
ど
は
無
關
係
で
あ
る
。

一
般
的
の
管
理
費

*

M
送
目
的
物
の
引
受
發
送
の
費
用
、著
驛

^

於
け

.

る
管
理
の
費
用
の
如
さ
は
之
に
屬
す
る
。

今

之
，を
貨
物

.

の
揚
合
に
就
い
て
見
れ
ば
、貨
：物

0

，受
.

附
"

積
込
、發

”

送
、著
，驛

k

於
け
る
取
卸
、管

.

理
•引
渡

.

等
，の
費
用
の
如

.

さ
、又
、旅

■

客
の
場
合

k

就
い
て

I

見
れ
，ば

.

車
輛
の
準
備
，切
符
の

«

寶
、改
*
著
靡
に

:

於
.

け
^

切
.

符
の
：取
集

.

等
.

の
.

費
'

用

の

如

さ

は

之

：で
：あ
る

S

Q

是
等
の
費
用
は

'

何
れ
も
距
離
の
.長
短

R

拘

ら

ず

一

向
限

6

發
生
す
る
も
の
で
あ
つ

'

て
、其

.

の
額

.

は
距
離

^

拘

ら

ず

同

j

で
あ
る
。
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第
三

.

.
^
、通
路
上

.
於̂
：け
る
純
乎

^
る

_
搬
費

.を
，見

'る
k
、そ
れ
：は
各
區
間
の
性
®

(

例
へ
ば
勾 

■配
等

)

'の
如
何

k
ょ
ぅ
、又

之

R
依
屬
す
る
車
輛
、機
：關
取
、動
力

.の
，種
類
及
び
强
度
等
の
如
何
に
ょ 

り
セ

」

非

..常

.：に
相
違
が
あ
、る。
從
つ
て
此
の
費

•用
も
距
離
ビ
は
比
例
し
な
い

o
更
は
、此
の
.運搬

f

1

十

四

卷

(

三
0 
一
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長
距
離
遞
減
賃
率
の
极
據
に
：就
：い
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第
i

.
 

七



凝

I

オ
■四
#

 

Q

i

o，
-

長

：
距

灕

遞
.減

！3:
.串
.の
：
褪

禪/>
就
>>
す 

第

三

號

i

費
砵
運

.
#目
的

.；物

"並
び

k
蓮
送

‘論
務
の
ゃ
如
何
に
ょ
っ
，
爵

1ゝ
通
路

.上
に
.於
て
ち
距
離
に
比
例 

レ
.尊

^

ゆ
み
芬
ら
ず
、郑
て
：之
’ズ
辉
比

'例

:^
.

#

*:®
す
.る
の

で

あ

;.
o
て
、距
離

'が
長

：' 

s

ほ

ざ. 一

.單 

位
量

.k

av>
:

の̂
：運

-:
*
費
は
短
：«
雕

の

:»
合

.:̂
此

：較

し

；
て̂
較

的

^
僅

_少
士
な

.る
。

而
し
て 

此
の
筹
は
、库

輛

の

積

載

力

が

，充

分

^
利
用

3
れ
、死

重

ど

活

重V
J

の
割
合
が
有
利

V 」

な
へ
動
力 

の：
^
用

^
洗
分

-
な̂
る

-*
等
.か
.ら
*生
^

5

分

-M
A

1«
ゃ

*
料
ー
ゃ
運
：送
勤
務

•部
門
筹
の
'利
用 

が
充

.分
ざ

^
る
ノ
事
，
か::
:
&
.
'
生

ず
.る
，
の

〕

で

あ

るs
o 

.
線

愚

上〉

R
於

；
け

る

運

搬

一

の
«
用

の

，
全.額
'
が

運

送
 

距

«

,0
續

加

ド

伴

^
て

:%加
す

j 
z

,̂
Jf
勿
論
一
で
■あ
る

^>
':
^
れ
：は
.
.疋.比
例
的
ド
で
は
な
.
い
の 

恶

n

f
ァ
彳
ス

.;
の
^
す
所
々
.
ょ
. 一̂

ば
'*
る

^體
：；

的
■の
；揚

•冷
^於

：：

て
、貨

物

1;'

顧
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，蓮
餘
'費 

典
運

...
送

®
.

離
. ：

が
，
:+
キ
口
'メ 

j
 —

ル
な
る
一
ビ

^
は
-一
十
#
六

で

#
る
.凌
百」

f 
ロ
：
 
メ 

‘丨
ト
ル
な

' る

 ̂

さ
は

.：八
：五

;0
:で
、あ
：み
、一
於
百
.キ
：
ロ 

W

,

〈

ト

^
，な
，る

^

は
、1

::;

五
J
,r
〇

で

あ

っ

たw

い
ふ
。
，
耶
、ち
、
 

運
送
距
離
が
十
倍

^
な
つ
て
名
費
用
は
十
倍

^
な
ら
ず
し
て
僅
か

^
約
三
倍
半
ど
な
る
\
過

ぎ
ず
前
；者
が
ニ
十
倍
ど
な
つ
兄
も
後
.者
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約
六
倍
^
な
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過
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な
い

^

の
で
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る
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'事、情
有
の

.如
く
で
あ
る

.ふ
す
れ

.^.
個
か
の
：

»
&-
»:
薇
：
R 0

し
':

P
M.
.送
限
離
を
全
：然
又
.は
飱 

ん
で
全
然
無
視
す
る
所
の
賃
率
を
定
め
，る
乙

.ビ
が
要
求

.?.

.
:权
是

is
;
o
p
れ)
る：，

z<yj

R
な
る
の
で 

あ
つ
：て

ft
か
.る：場

(

今
に
は
：距
離
比
例
賃
率
に
代
ふ
：る

.
i

用
主

•
•義に
ょ
つ
て
是
認

3
れ
.る
；所 

の
.差
.
.別實
率
、或
は
輝
賃
を
同
額
な
ら
し
め
る
均
一
賃
率
、ま
は
少
數
の
大
な
る
區
間

R
從
つ
て 

階
梯

^
設
.け
た
る

M

率
.m
ち
地

.

.帶賃
率
.又

は

長
距

.賴
遞
減
.賃
率
が
採
用
，次
れ
得
る
の
で
あ
る
、 

交
通
目

.的
物

n

m位
量
の

.運
搬
費
は
、旅：客
の
運
輸
代
於
て
，

も
，貨
物
薄
輸

' 

於
て
も
、充
分

R
積 

«
し
：塔
、

*
し：た

§■
奥
輛

.
k
ょ
つ
て
長
距
一
離
を
運
搬
豸
れ
，る
場
合

k
は
、種

々

の
0

度

R
於
て

0 

距
ー
離
の
運
送
の
行
は
れ

.る
場
合

 ̂

X
V
も

}

層
.
'有利

V

な
‘る
-ゆ
.で
^
る
、
か

&-
、之
：

5:
考
虛

' 

k入
れ

」 

承
所

‘■の〖

差(

別
賃
率
、即
ち
長
距
離
運

.送
0
於
て
：は
單
位

.距

.離
k
:
.
對
す
：る
賃
率
を
比
較
：的
低

 

< 定
.. 

め
る
：所
の

_
賃
制
度
は
、其
の

.

.限
<

於̂
.て
車
し
い

_の
で
，あ

.ろ
£
?
.
:
.
'
.
:
~
^
^
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思

ぶ
に
、
鐵
道
の
：

_
營
化

‘要
：す
る

「

切
：の

.费
•用
は

.

.一切

.の

.運
：象
貢
要
；者
忆
於
て

.之
を

：
負

擔：:b
: 

な
け
れ
ば
な
ら
な

S

。

“從
つ
て
、長
距

*
運
送

.の
#
寒
者

^
每
距
離
雲
の
需
要
：者
§

し
く 

之
を
分
擔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

s

の
で
あ

.る；

.然
る

'
、̂費
用
全
額
の
中

-̂
於
て
，：前
記
餌
の
第1 

笫

ニ

十

四

卷
3

0

5

長
跟
離
遞
減
賃
率
の
：根
據fc
m

s

r

第
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號 
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第
二
十
四
#

o
l
o
s 

i
離
.遞
；減
賃
串
：の
：秦

に

.就

.い
て
 

.第三
：猇

5
 

及
び
第

.ニ ：

の
部
類
の

.費
用

^
就
て
見
れ
ぱ
、長
距
離
蓮
送
な

.る
の

：
故'5:
以

'て
短

.離
距
運
送
.ょ
 

も

1

層
多

く
，此

.の
費

用

，
の

發

：
生

，

^
責

'住
-?
:
有

ず

：ニ
る,
で
は

^
ぃ

タ

從
.り
て
、#
者
が
後
者
ょ 

i

層
多
く
：を
距
麵

^
此
例

..しで
負
辦

し
..

な

'け
れ
ば
攻
ら
ぬ

_
由
.一は
.な
い

9
故
に
，長
距
：離
蓮 

送
に
對
し

.て

.長
距
離

.の
部
分
ほ
ざ
益
々
是
等
の
費
用
部
分
，の
分

檐

率
を
低
下
す
る
乙
ど
は
正 

當
f

ビ
し
な
け
れ
ば

.な
ら
な

.い
o
而
も
此
の
種
の
制
途
方
^
に
依
る
所
の
賃
率
乙
を
長
距 

幽
遞
減
賃
率

k
外
：な
ら
な
；

S
の
で
あ
る
。：
然
ら

.ば、若
し

#
一. 

1
0
'
營

.業
：費，を
ば
^

各 

種

.手
數
料

.の
名
目

.を
以
て
支
拂
は
し
め
る

.
i

.

t

R '

し

.た
な
ら
ば
、斯

.か
る
.場
合

^

は
長
距
睢
.遞 

.減
賃
.率
は
果
し
て
疋
當
な
る
理
由
を
有
ず
る
や

.否
や
さ
見
る
に
、前
記
第
三
の
蓮
搬
費
が
長
距 

.離 

'ほ

r
比
較
的
に
減
少
す
る
こ
ど
が
ら
推
論
す

れ

ば
•假
令
發
著
手
數

.料
を
徵
收
す
る
場

合

k 

於

.て
す
.ら
も
長
.距
離
.遞
減
賃
率
は
毫
も
其
の
疋
當
性
を
失
ふ

Z

<£
は
な
い

ビ

云
は
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い

。

•

長
距
離
遞
減
賃
率
は
貨
物
蓮
輸

k
關
す
ふ
場
合

^
は
、苟
く

 
i

此
の
賃
率

R
理
論
的

o.
立
場 

か
ら
論
及
す
る
程
の
論
者
か
ら
は
、費
用
の
黯
の
み
か
ら
、或
は
費
用
の
點

.か
ら
も
、是
認

3
れ
て 

居
な

/ぃ
乙
ど
は
な
ぃ

€
云
っ
て
差
支
な
ぃ
程
ど
、：

1
'般
的
の
承
認
を
得

1
居
名
。
併
し
な
が
ら
，

旅
客
蓮
輸

k
關
す
る
場
合
に
は
、時

ど
し
て

は
費
用

V 」

距
離
ど

の
不
一
比

例
關
，係
を
充

分

^

認
め 

ず
し
七
、其
の
立
場
.か

ら
長

距
離

.遞
：減
賃
率

を

是
認
し
な
い

所
論

も
.見
.受

け
ら
れ
る
。

.例

へ
ば
、
 

甞
て

.中
山
隆
吉
氏
，が

「

貨
物
こ
そ
發
著
驛
に
於
て
相
當
に
費
用
も
掛
ぅ
數
時
間
止
め
て
置
.く
必 

要
’が
あ
る

•か
、旅
客
：は
列
車

^
へ
動
け
ば
各
人
が
：勝
手
に
乘
，る.の
で
あ
る
が

ら
/何
等
長
距
離
を 

M
減
す
る
理
由
は
な

い」

。「

本
邦

^
於
て
遞
減
賃
率

?:
採
用
し
て
居
る
根
據
は
、羅
竟
我
國
が
中 

央
に
山
：系
が
あ

.つ
，て
飛
行
機
で
行
け
ば
近
く
行
け
る

所

?:
.汽
車
で
は
伸
々
大
殖
々
を
し
な
け 

れ
ば
な
ら

S

V

J經
濟
的

k
短
縮
し
ょ
ぅ
ヒ
云

.ふ
事
が
長
距
離
遞
減

.の
蓮
賃
率
で
あ
つ
て
、我 

が
_國
.情
か
ら
見
て
已
む
を
得
な
い
策
で
，あ
る

」s

せ
述
ベ
ら
れ
た
如

♦

は
其
、の

' j

で
あ
る
。
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た
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れ
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k

M

け
る
長
距
離
奪
減
實
傘
は
費
用

0
黯
：の
.み
か 

-ら
，見

'
.て何

.等

.理
論
上
の
根
據
は
な

<
、本
郝
化

.於
て
，ば
全
く
：蓮
；輸
'政
策
上
の

'便
..宜
：手

.段
ビ
し
て 

採
用
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
⑻

S
い
上

'こ
ビ
に
な
る
，の

.で
あ

_
が

»?
か
る
見

，
^
^
^

遞
減
賃
率

の
根
據
は

»
用
.

「

の
勤
以
外

^
.
.は
ぎ
：め
ぢ
れ
ぬ
ミ

.：誤

信

し

：て

居

る

の

へ

み

な

ら

、ず
、
此

の
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十
四
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踉
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減
賃
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根
據
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驛
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.
：取

®
費
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；：
有

無

の.：み
：？:
考
ー
へ1て
走
行

：
# &

費
用
の
：遞
減
■の 

事
實
：

看
過

’し
.た
.も
.の： ..

セ

ぁ
ふ
ど
沄
ば
な
，け
：れ
.
.坟
炙
ら
な
ぃo 

,、此
の
質

‘率
を

.支
#
.す
る

.
'
®
！
! 

.
か
費

.用
の

_
以
外
，k
'
T
P
種

々
：の
：方
.面
^
求
め

.：6

.れ

.

.得
る
：：も
.
の
：あ
：

る
：：

F

!
は
.後
.段
：̂

至
：
つ
て
述 

へ
る

,
-に
依

a
て
.明
‘か
に

.な
る
か

.我
此

'の
.：見
.

地
：.

の
み

^

«
-0
^
廣

斷

ー

す

：
るz
k 

P
疋

L
か
ら 

ざ
る
こ
ど

k
就
い
て
は
茲

R
は
之
を

論

じ
な
い
が
、今
費
用
の
黙
の
み

か

ら
覓
る
場
合
に
於
て 

も
走
行
中
の
費
用
ド
長

&
.離
_
減
、の

>事
實
あ
る

.

は
.否
m

«
い
.所
.で
あ
る

0
從
つ
て
、叚 

々

k
停
事
揚
に
於

-け
る
旅

#
粗
扱
，費
が

.
•皆
.無
.で
あ

.る
ビ
し
て
戈

#
距

«.
の
.賃
率
を
遞
減
‘す
る 

乙
ビ

R
体
理
由
が
あ
る

‘笑
云
は
：な
け
れ
ば
、な
ら
：な
い
。

又
、旅

寮

取

®
費

の

：：
存

，在

を

誕

め

、
之

 ̂

0

f

る
、
代

償

を

停

車

場
'使
..用
料

ど

ハ

か

：
乗

車

：参

代

か

云

.ふ
が
：：如 
>
.名
目
：の

下

候

距

離

0
長
.短 

に
拘
、ら
ず
一
切

.

.の
乘

客

?:
,
し

て

等

し

く

同

；額
W
;文
.柳
は

し

め

る

ミ

ど

ど

す

る

場

：合
：ド
於

.て
も
，
 

運
爾
食
長
距
：離

^
.對
し
、て
.遞
：'減
す
る
：が
如
さ
賃
率

‘制
度
は
：依

然

匕

ル

て

®
由

ぢ

る

も

の
、̂

し 

在
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ

.°

.ザ
ッ
ク
ス
の
云

.ふ
所

k
據

：
れ

ば

、或
：：

る

：
具

猜

的

の

：
場

，
合

k
於

て

、
三

等

旅

： 

客

歹

取

，の.*
客
一
人
の
費
用
は
距
離
十
キ
ロ

 . V

丨

.ト
火
の
場
へ
合

3
は̂ 

一

H

A
で
あ
る

•

か、百

キ
 

ロ
メ
ー

ト
y

の
場
合
ド
は
七

1

•四
で
ぁ

^
、ニ：耳

.キ：
ロ
.
 

メ

ー

V
火の

：：

場
：合

N
は.：
一.
三
.
五
‘四

で

あ

つ
た

,
&
云
ふ

。
.
.
即
ち
、距
離

.が

.十
倍

.に
な

o 

卡
倍

R-
な
つ
て
も
後
者
は
十
倍
を
な
る

-R 

合
R

於
て
減
少
を
來
し
て
居
る
の
で
あ

.る 

於
て

i

t
.然

k
採
用
_

れ
得
る
の

.蓮

.輸
に 

で
あ
ら 8)

理 ° § 過 て  
由 費 ぎ も  
あ 用 ず 費  
る の し 用  

こ 勲 て は  
^ か 距 七  
は ら 離 倍  
之 見 ’の 餘  
R て 增 S 
よ 長 加 な  
つ 距 す る  
X 離 る R 
も s i ほ 過  

裏 減 f ぎ 
書 賃 ， ず 

3 率 費 前  

れ が 用 者  
得 旅 は が  
る 客 割 ニ

装
，
し

旅
.咨
へ
述
'輸
.に
於
け
る
長
距
離
遞
城
貧
率
が
何

等
..

理
論
上
の
极
據
に
基
づ
く

こ

V

なぐ

.

{且
手
段
ミ
し
て
の
み
採
仞
さ
れ
て
居
る
に
.過
ぎ
な
い
も 

諸
國
に

.於て地形の我國

W

同じからざるにも拘ら

な
い
事
實
を
如
何
に
.說
明
す
る

.

(9)

唯我國の地形上の關係から 

の
で
あ
る

w

す
る
な
ら
ば
、歐
洲 

す旅容運輸に遞減賃率を採 

と
，W

 

♦か
.
'出
來
，る
か
。

 

, 
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.

.
用の侦 
し 
で
m
る 
も 
の

が 
少

•m b s

_■圃•

ら
長
距
.離
遞
減
賃
率
を
支
持
す
る
根
據

は
、
單
R

運
送
の
費
用
の 

ず
、
速
送
の
價
値
の
黯

k

も
求
め
ら
れ
得
る

.0
ザ

ッ

ク
ス
の

如 

す
る
說
明
は
費
用
の
見
地
ょ
々
す
る
も
の
ょ
{
も

'
I

盾
有
力
で
あ
る

ビ

云
ひ
、

更
R

進
ん
で

#

n

:
十
四
卷
，

g

3

' ®
r g

距

離

遞

減

憤

摔

の

报

掘

に

就

.
^
て

 

菊
1

- i」

- s

さ m  
は k 
此 求  
の め  
後 ら  
者 れ  
の 得  
見 る  
地 の  
よ み  

は ! > な



妒
ニ
ヤ
脉
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八)

長舷

■
減
露
の
根
擻

.に就1
.て 

筋
三
勰
一
呷

此
の
賃
率
の

.根
_據
を
示
す

.
.̂は
價
値

0
見

地

の

み

？:
以
て
し
て
充
分
で
あ
る

.
S

ひ
、費
用
の 

見
.地
.，の
，
み
.か
ら

.之
，
を
明
ら
か
衣
ら
し
め
む

^

す
る
の
は
誤

{
で
あ
る
ビ
さ
へ
云
つ
て

g
る
の 

で
あ
る

s
o 

.

-
• 

• 

-

. 

■
.-

(3
J

S
i
x
,

 

a. 

a. 
o
.
,

 S. 337
.

運
送
の
價
値
の
見
地
よ
々
す
る
議
論
は
種
々
の
勲
か
ら
立
論
さ
れ
得
る

が

、

最
も
多
く
の
瀹 

者

^
於
て
は
長
距
離
蓮
送
の
揚
合
^
は
運
賃
が
比
較
的

^

低
下

^

れ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

®

® 

就
中
低
價
の
貨
物
に
ど
つ
て
は
禁
北
的
の
高
額
蓮
賃
ど
な
つ
て
之
が
負
擔

k
堪
え
な
く
な

る
、
 

ど
い
.ふ
點
が
指
摘

3

れ
て
居
る
。
例
へ
ば
ザ
ッ
ク
ス
は
次
の

如
く
 

S

つ
て
居
る
。
日
く
、

「

貨 

物
の
販
路

•か、或
る
運
送
距
離
^
ど
ら
て
生
ず
る
價
格
昴
騰
ド
よ
つ
て
傷
け
ら
れ
又
よ
奪

よ

れ

 

る
の
處
あ
る
限

{
、運
賃
は
距
離
の
增
加
す
る
^
つ
れ
て
低
減

^

れ
な

け

れ

ば

な
ら
ぬ
。
そ
れ 

は
、偾

‘値
主
義

.を
運
送
距
離

R
應
用
す
る

M

ど
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
、費
用
關
係

k
從o 

C 

生
ず
る
，

®
格
引
下
ょ
々
名
一
層
多
大
の

«
格
引
下
を
來
す

.0
• 

• 

•
• 

••運
賃
引
下
は
低
阒
品
を
ば 

距

*
比
例
賃
率
の

下
k

於
け
る
ょ

I

一
 

層

.長
距
離
を
經
て
市
揚
に
搬
出
せ
む
こ

5

關
係 

し
て
居
る
。
長
距
離
遞

.減

.賃
率
が

'主
？
し
て
低
價
品

^
適
用

^
れ
て

.居
る
事
、實
は
之
に

i

つ

•̂
.呢
ち
か
に

^
れ
る

^

^
c
o 

(2
)
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•
 

• 

• 

t

姐
ふ
べ
此
の
種
の
所
論

^
於
て

.は
、長

距

離

運

送

の

.®
合

ビ

は

低

價

品

は

運

賃

負

擔

カ

即

ち 

蓮
送
の
價
値
が
相
對
的

^
減
少
す
る

ビ

い
ふ
事
實

?:
指
摘
す
る
の
み

^
止

ま

つ

て

^

の

何

故
 

に
然
る
や
の
娌
由
を
說

.明
し
て
居
な
い
。

.
又
、低
價
品
の
場
合
は
之

^
ょ
つ
て
辯
護

^
れ
る

€ 

し
て
も
、中
等
品
又
は
高
價
品

.の
場
合
は

.必
ず
し
も
之
は
：ょ
つ

.て
充
分

^
辯
護

^
れ
_得
.な
い

ビ 

い
ふ

.慽
み
が
あ
る
。

'然
ら
ば
、價
格
の
高
下
如
何

^
關
せ
ず
一

' 般

k
貨
物
の
運
■送
價
値
が
長
距 

離
運

'送
：の
場
合
に
は
相

.對
的
に

M
少
す
る

k

^
.
^
乙

ど
は

•如
何

^
論
證

3
れ
得
る
か
。
此
の 

r

R
就
い

X
は
、甞
て

«
年
以
前
に
名

.本
誌
上

k
於
.て
之
を

論

じ
た

Z

ビ
が

あ

る

：
が

、
⑶

猶

ほ

、
距 

離

比

例

賃

率.を
..論
じ

た

前

稿

中k
於
て
指
摘
し
た
る
が
如
く

K
、s
大
要
次
の
如
く
立

論

さ
れ 

得
る

0
；
即
、ち
、各

種

貨

物

は

唯

一

の

生

產

地

.又
は
配
給

.中
心

地
.
か

ら
全
國

^
向
つ
て
發
送

さ
れ 

る：
^
の
で
は
、.な
く
、槪
ね
各
地

^
於
け
る

.大
小

.の
生
産
地
、配
給
中
心
地
か
ら
發
送
さ
れ
る
も
の 

で
，あ
る
か
ら
、1

個
の
生
産

.地
か

ら
他
の
生
産
地

'
K
向
つ

.て
進
む
揚
合
^
は
或
る
距
離
地
點
ま 

で
は
漸
次

®
.格
が

.高
^
々
0

送
價
値
も
高
ま
る
が
、此
の
地
黯

:̂
超
'え
る

ビ
爾
後

は
他
の
生

0

第
二
十
四
卷

Q
!〇
九
.

)

長
距
離
遞
減
賃
串
の
极
據
.に
就
い
て 

第
三
號 

一
五
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四
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c
i
e
9
择
跑
顏
減
寶

_
め
：權
據
：

に
：：

就
い
.
て

 

.第

三

號

一

六
 

.地に接近、
す
る
從

.つ
て
.益

：
々

價

：
格

が

：低

.落

.じ
：

從
：：

つ
て
蓮
：送

價

値

も

減

少

す

る

。

距
離
'の
增 

大

^
つ
れ
て
最
勒

か

:?
>
直

.も
k
絕
教
ず

.運
0

價
値
.が
相
對
的
黑
少
す
る
せ
は
去
は
れ
ま
い 

•
か、少

ぐ

も
瞵
接
，
0

^

產
池
；か

&
0

供
給

.範

.圍

'^

接
近
す
.る

^

^

れ
：̂

*

下

k

價
各 

'の差
..

が
減
少
す
名

:0
せ

あ

る

かf&
、
蓮 

'送檀
値
ば
發
送
地
か
ら

め

無
競

#
的

‘供
給
範
圍
內

k
於 

_て
.す
；ら
も
距
離
の
增
大

^

つ
れ
て
相
對
的
ド
減
少
す

る

^

云

a

得
名
の

‘で
あ

る

;0
術

し

て
此 

ハ
の
事
は
，價
格
め

.高

.下
：
^
問
；は
ず

I

切ノの

«
物
ド
就

S

て

I

樣
に
沄
ひ
得

'5
事
柄
で
、あ
る

。

M 

し
.て
然
々
一
ビ
す
れ
ば
、長

距

输

遞

減

賃

率

は1.

般

的

k
是
認
の
根
據
を
此
の

0

R
求
め
る

Z

ヾ

」

が
出
來
る

#
で
あ
る
。，

. 

.
- 

*

(3
)

,

フ

鐵

道.
に

於
,.
け

る
.
.運
.
.送
，.の價
値
に
就
い
て
し

(

三
..田

學

會

雜

誌

^

正

十

年

十

一

力

號

及

び

十 

.

.月
號
0

。：
特
，に
十

.
ニ
：
月
號
、六

.
八——

七 

一
k

°

:

.

⑷

三
田
學
會
雜
認
、昭
和
四
年
九
月
號
、九

A

.
_

九
力
頁
。

以

上

、貨

物

の

揚

合

^

就

い
て

述

べ

た

が

®

客

の

場

合

k

就

い

.て
も

同

様

に

'速

送

慎

値

ビ 

送
距
離
ど
の
不
比
例
關
係
を
論
證
す
る
ミ

V
J

が
出
來
る
。
旅
行
す
る
者
が
乘
車

R

認
め
る 

盘
’
«

教
の

大
小
技
，第

一

杧
は
旅
行
の
目

#

の
重
要
姓
如
何
に
繁
つ
'て
居
る
の
で
あ
る

，か
、此

の 蓮 運

g

• 

■ 

t
-
^
“
p

"
h

r-
L,
H

T

?

p

N

g

_

v

_

E

V

E

_

3

J

,

^
 

迄

後
者

'は
述
送
距

.離
€

比

•例
す

'る-.7P

の
で
あ
る

VJ.

は
..云ふ

乙

>
cを
#
な
い
。.假
々

一

 

步
を
讓 

つ
て
兩
者
が
互
に
此
例
す
る
も
の
で
あ
る
ど
假
定
し
て
も
、猶
ほ

J L

つ、乘

¥
距
離
が
或
.る
程
度 

.以
上
に
達
し
た
揚
合

k
は
、乘
堪
時
間
の
增
加
の
外
に
乘
琪
中
の
費
用
の
堦
加

t

來
し

»
著
地 

k

於
け

る
滯
在
時
間
の

.
%

.加
に
伴
つ
て

.滯
在
費
の
.增
加
を

双
し
、

|

つ
倦

a
く
し
疲
普
ビ
の
增
加 

を
來
す
を
免
れ
な
い
も
の
で
あ

.る
が
、S

旅
行
者
は
旅
行

^
際

し

て

は

運

實

'の
み
を
考
慮
す
る 

,
kあ
ら
ず
し
て
旅

.行
^
荽
す
る

一

切
の
費
用
や
犧
牲
を
總
括
的
^
考
虛
す
る
も
の
な
る
が
故 

に
、！.
方
で

距
離
の
增
大

k

伸

つ
て
比
例
的
化
增
大

す
る

運
：送
慎
値
も

他
方

.

で
は

*

賃
以
外
.の
 

.
0
犠

tt
k
對
す
る
考
慮
に
ょ
つ
セ
幾
分
か

/勝
殺
さ
れ
ざ
る

?:
得
な

.い
。

# 

.
0
て、乘
取
の
嚆
め 

R
赦
て
 

'
支
拂
ひ
得
る
程
度

.は、距
離
の
增
加

^
伴

o
て
此

例

的
に

■
加
す
る
ど
は
去
ひ

»
ハ
。

勿
論
..距

離
の
增
大

R
伴
つ
て
始
；め
か
ら
終

'々
ま

：

で
終
始
一
貫
し
て
或
る
割
合
を
以
て
常

R
蓮
.
 

送
儐
値
が
遞
減
す

:

る
匕
は

.云

a
得
な
い
で
あ

^
ぅ
が
、
.而
も
大
體

k
於
て
距
離
ヒ
は
比
^
以
下 

で
あ
る
ど
は

 
一

k 

a得
る
で
あ
ら
ぅ

:0
.
'杲
し

て
然
ら
ば
、皿
春
蓮

II
に
就
ぃ
て
も
長
距
離
遞
減
賃 

率
を
適
用
す
る
乙

^
は
、交
通
の
價
値
办
黙
の
み
か
ら
見
で
も
理
由
が
あ
る

ビ

云
は
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い

'0

第
.ニ
十
.

s：

卷

S
:I
一)

長
躯
離
遞
诚
賃
串
の
根
撒
に
就
ぃ
で 

第
三
號 

一
七
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二

十

四

狰
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長
跟
離
遞
減
貨
率
の
根
據
に
就
い
て
 

第
三
號 

一
人 

(6
)

R
a
n
k
,

 

D
a
s

 

E
i
s
e
n
b
a
h
n
t
a
r
i
f
w
e
s
s
,

 

100
0
5, S

.

 

3
5

 

5
.0%
.
參
祖

:
尤
ネ
、遯
送
距
離

W

運
送
價
値

V
J

の
間
に
於
け
る
不
此
例
關
係
に
就
い
，て
は
、之
を
承
認
し
て 

居
な
い
所
論
も
な
い
で
は
な
い
。
獨
逸
の
ヮ
ダ

.ナ
ー
、本

弗

の

關

博

士

の

所

說

の

如

き

は

是

れ 

で
.あ
る
。

博
士
：.は
旅
客
蓮
賃

^
於
け
る
比
例
法
ビ
遞
減
法

ビ

の
得
失
を
比
較
す
る
^
當
つ
て 

「

遞
減

.法
は
生
産
費
說

k
遨
づ
さ

®
距
離
の
乘
車
は
比

.較
的

R
生
産
費
少
し

V
J

の
理
由

R
依-CV 、 

賃
率
を
制
定
す
る
も
の
：な
々
。
然
れ

f

も

1
般

^
論
ず
れ
ば
、遞
減
法
は

.
1定
の
距
離
以
上
に 

於
.て
旅

.客
數
を
增
加

す
.
る，の
效
甚
少
さ
を
以
て
：、遞
減
法
は
鐡
道
の
收
入

?:
減
少
す
る
も
の

VJ 

云
.，ふ
ベ
為
な

i
v
j

述
べ

.、其
の
理
由

£

し
て

「

屉
れ
，運
送
の
價

.値
は
遞
：減
の
法

k
從
ふ
も
の

k
非 

ざ
る
を
以
て

.な

€ 
一
 K

つ
て
居
ら
れ

る

0
而
も
、何
故

ic
a
送
.價
値

.が
遞
減
の

&
則
^
從
は 

ざ
る
や
の
說
明
は
與
へ

.ら
れ
て
居
な
い
の
で
あ

.る，
0.
猶
ほ

»
士
の
右
の
斷

.定
は
旅
客
速
賃

k 

. 

關
す
る
記
述
中

^
存
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、そ
れ
が
旅
客

^
適
用
あ
る
は
勿
論
明
白
で
あ
る
が
、
 

果
し
て
そ
れ
が
旅
客
の
揚
合
の

.み
R
就
ぃ

' て
云
ふ

Z
ビ

で
あ
る
か
、或
は
貨
物
の
場
合
に
も
適 

用
あ
る
も
の
で
あ
る
か
の
黙
が
明
白
で
な
い

°.
併
し
ヮ
グ
ナ
.丨

^
あ
つ
て
は
、貨
物
旅
客
の
何 

れ
に
就

S

て
も
距
離

V 」

運
送
價
値

ビ

の
不
此
例
關

.係
を

, 

認.め：て
居
な
い
の
で
あ
る
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

，叫

.『

鐵
道
講
義
：要

.領』

第
十

.

|
版
、
1

2̂
 

:

ヮ
ダ
ナ
ー
は
、或
る
個
所

^
於
て
は
、積
極
的
に
運
送
距

*
ヾ

」

運
送
價
値

ビ

の
不
比
例
を
沍
認 

し
て
居
る
譯
で
は
な
い
が
、交
通
目
的

.物
並
び
に
交
通
方
法
の
如
何

^
拘
.ら
■ず

1.
般
的

R
蓮
送 

價
値
は
運
送
距
離

^
比
例
す
る
も
の

S
見
て
差
变
な
い

£

歐
じ
て
居
る
か
.^:
办
消
極
的
り
意 

味

^
於
て
右
の
十
比
伤
關
係
を
否
認
す
る
名
の
ど
見
る
乙

.が
出
來

' る
。
加
之
、他
の

70
所
こ 

於
て
は
、筒
單
な
が
ら
も
、旅：客
運
輸

' 

k
.
關
し
て
，
は「

長
距
離
遞
減
：賃

率

は

全

く

效

用

k
依
る
賃
率 

制
定
主
義

^
反
し
、交
通
勤
務
の

.慎
値

k
依
る
賃
率
：制
定
主
義

k
反

し

て

居

る

」

(£
:

述

ベ

て

居

る
 

か
ら
、，
少
く

 

e
も
旅
客
蓮
賃
の
長
距
離
遞
減

S

を
..

蓮
：送
.價

値

の

點

か

ら

は

是

認

し

て

居

な 

S
、

ビ
い
ふ
乙
ミ
だ
け
は
明
白
で
あ
る
。

.(

費
.用
主
義
の
見
地
か
ら
ば
之
を
認
め
て
居
る
こ
ビ
、旣 

k
記

L
た
る
が
如
く
で
あ
久
又
後

/
kも
記
す
如
く
で
あ
る
。

)

而
冬
後
者
の
點

R
關
す
る

W ：
定
. 

k
就
い
て
は
何
等
特
划
の
說
明
を
與
へ
て
居
な
い
か
ら
、そ
れ
は
前
者

_の：一
般
的

.立
言

t
根
據 

e
し
て
居
る
も
の
，

^
解
す
る
の

^

^

ハ̂.o 

'

(7
)

W
a
g
n
e
r
,

 

a. 

a
.
p
,

 

S
.
6
C
;
.

(BW
a
g
n
e
r
,

 

a. 

a. 

p
, 

s
.09.
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ニ 
0

然
ら
ば
、一

.般
的

k
蓮

’送
.距
離

<£
運
送
價
値
ビ
は
比
例
す
る
も
の
ビ
見
て
可
な
々
ビ
做
す

 ̂

據
は
何
れ

^
在
る
か
ど
い
，ふ

^
、其
の

.理
由
は
大
要
次

.の
如
く
：で
あ
る
。
日
く
、少
く
も
也
の
事 

情
の
同
一

な

る

限

ぅ

、距

離

^
運
送
價
値
ビ
の
間

^
は
一
般
通
路
の
長
^
^
ょ
つ
て
勤
務
の 

價
値
の
高

_
を
或
る
程
度
ま
で
測

■る
こ

y
jt:
是

攀

：し
、
兩■者
を
或
を
範
圍
內

k
於
て
は

.セ
^
的 

V 」

見
做
す
こ

vj

を
是
認
す

5'
が
如
さ
、或

.る
關
保

*

か

#
在
ず
る
、と
は
確
實
で

.あ
る

o

'
尤
も
«
情 

の
.同
一

ビ

lr
ふ
z .VJ

は
許
ざ
れ
ぬ
條
件
で

.あ
る
。：，延

*
が
價
値
決
定
に
幾
何
の
カ

?:
有
す
る 

か

は
.交
通
全
般
の
，事
情
，に
：依
る
も
の
で
あ
々
、他

ド

代

用

的

，交

通

方

法

や

.交
通
機
關
が
存
す
る 

や
否
や

^
か
，其
の

.比
較
的
の
適
應
性
如
何

ビ

か
云
ふ
が
如
さ
事
情
に
依
る
も
の
で
あ
る

。

M 

に
費
用
の

#

•
か
判
斷

R
際
し
て
有
力

^
作
用
す

.る
ゲ
ン
併
し
、
*'
:
距
離

運

送
の
場
八
ロ

k
は
、#
數
の 

交
通
機
關
や
交
通
方

.法
の
供
給
す

.る
勤
務
量
に
は
多
大
の
相
，違
，が
あ
る
か
ら
、事
實
上
に
於
て
、
 

其

.の
中
の
或
る
者
は
問
題
外
汰
驅
逐

3
れ
る
。一
然
る
化
、長
距
離
運
送
は
運
送
勤
務
の
使
用
價 

値
の
高

^W

つ
て
は
頗
る

.

.重要
な
も
の

R
な
石

o
何

ビ
な
れ
ば

©
距
離
交
逋
は

If
c
の
運
送
啷 

務

R
依
ら
な
け
れ
ば
全
然
又
は
不
充
分

R
し
か
行
は
れ

#
な
い
か
ら
で
あ
る
。

®

k

g般
k 

交
通
機

W
の
發
逄

：

の
程

‘度
が

.低
い
，ほ

r
、使
用
價
値
の

高
3

の
評
定
化
、と
っ
て

^
避

«
が
，

官

力
ビ

な
る
ビ
い
ふ

^
在
る
の
で
あ
る

S
。

其
の
言
ふ
所
は
、結
局
，長
距
離
運
送
に
：於
て
は
•競爭
的 

代
用
手
段
な
く
、當
該
交
通
機
關
へ
の
依
賴

.の
度

?:
增
す
か
ら
，長
距
離
の
場
合
で
も
運
送
價
货 

は
相
對
的

k
減
少
し
な
い
ビ
い
ふ
こ
ど
に
歸
著
す
る
：
而
し
て
此
の
議
論
か
ら
推
せ
ば
、鐵
道 

の
如
く
長
距
離
交
通
機
關
ゼ
し
て
は
殆
公

r
獨
占
的
の
地
位
を
占
め
て
居
る
も
の
の
揚
合

R 

は
、蓮
送
價
値
は
遞
減
せ
ざ
る
が
如
く
に
考
へ

n

せ
ら
れ
得
る
。
而
も
此
の
巧
妙
な
る
推

0

を 

以
て
し
て
も
、貨
物
や
旅
客
の
蓮
賃
負
燦
能
力
が
長
距
離
の
場
合

K

は
短
距
離
の
場
合
ょ
々
も 

巡
か
如
減
少
し
て
、結
局
或
る
距

«.
以
上

^
は

«
送
距
離

.が

.，延

.長
^
れ
得
，な

ぃ

ビ

い

ふ

亊

實

を 

說
明
す
る
.乙
ど
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

(9
;

Wagner, a. a. 
O
J S. 64- 5.

-

•

.

,

’ 

• 

.

. 
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.
長
距

.離

::
M
減
，賃

率

は

蓮

送

の

費

用

並

cx
R
ff
i
送
.の

■■
«

«
の
，
ff
i
か
ら
支
持
せ
ら
れ

:#
る

Z 
€ 

上
來

.所
述
の

.如
く
で

.あ
る
が
、见
ド
そ
れ
は
：公
：平
の
：見
地

#
ら
も

'支
#
せ
ら
れ

'得
る

.0
費
用
及 

び

.«
値

の

見

地

ょ

々

す

る

立

論

は
、
旅
客
又

.は
荷
主

ビ
鐵
道

V
.
0關
係
か
ら
見
た
る
賃
率
の
妥 

當
性

R
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、今、長
距
灕
趣
送
の
需
要
者

ノ
し
短
距
ー
離
運
送
の
需
要
者
ビ

の
間

第
二
十
四
卷

Q
ニ
五)

長
距
離
遞
減
賃
串
の
根
.據
に
就
，
い
.
て
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I
 

ニニ

k
於
け
る
負
擔
の
均
衡
即
ち
公
平
性
の

:V
A
地

か
ら
立
論
し
て
气
遞
減
賃
率
は
等
し
く
是
認
さ

れ
得 

'るの
で
あ
る
。：

パ
 

.

■ 

: 

■ 

. 

■ 

/ 

' 

• 

■ 

. 

• 

> 

.

•凡

备

迩

賃

、の

支

拂

V

い
ふ
乙

ゴ

は
、鐵
道
か
ら
速
送
勤
務

.の
供
給
を
受
..け
る
者
が
鐵
道
の
存 

在
蓮
用
を
繼

>«
せ
し
め
る
爲
め
れ
そ
れ

ぐ

費
用
を
分

«
し

_
出
す
る

Z
ビ

の
m

k

外
な
ら 

な
い
鐵
道
の
利
用
を
無
償

^
し
て
租
桃
收
入

^
ょ
る
國
費
を
以
て
經
費

^
.充
て
る
場

.

 ̂

生
じ

#
る
不
公
平
を
避
け
る
爲
め

R
、各
利
用
者
を
し
て
靡
分
の
負
擔
を

.爲

3
し
め
る

も
の
こ 

外

な
ら
な
い
。
從
つ

S

質
化
於
て
は
共
同
的
で
あ

ぅ
、公
共
的
で
あ
つ
て
、云
は
ド

i：
税

k
類 

す
る
性
質
を
持
，つ

o
輩
k

各
自
の
負

'擔
は
此
の

g::.

か：
^
見
て
名
讼
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

加
ふ
る

R
、負

.-
®
の
不
公
年
な
る
揚
合

k
S

入

の

經

、
濟

上

の

地

，位

化

不

當

甚

大

な

る

不

利

な
 

影
響
を
與
へ
る
こ

^

k
な
る

か
ら
、猶
更

k
公
平
を
保
つ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

然
る

^
获

^
公
平
ゼ
い
ふ

z V
i

は
各
自

R
對
す

:6
取
扱
を
絕
對

k
平
等
な
ら
し
め
る
の

_ 

で

.は
な
い
。
■
對
の
平
等
は
表
面
上

^
於
て
は
公
卒
の
義

k
合

す

る

が

如

く

^

見
え
る
が
ボ 

層
の
相
違
あ
る
揚
入

2
kは
此
の
相
違
^
應
じ
た
る
差
別
を
設
け
る
こ
そ
却
て
眞
の
公
平
を
得 

i
所

©
の
‘途
ャ

^
め
で

*
る

。

，他

離

の

浸'M
fc
枸

.ら

ず

同」
率

k
ょ

.つ
て
距
離
^
正
比
例
す

る

'®
賃
を
支
拂
は
し
め
る
こ
ビ
は
、表
面
上
か
ら
見
れ
ば
絕
對
の
平
等
で
あ

6
從
つ
て
公
平

VJ 

見
ら
る
べ
さ
や
の
觀
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
眞
實

R
公
平
を
保
つ
所
以
で
は
次
い
。
鐡
道
を
し
て 

費
用

?:
惹
起
せ
し
め
る
乙
ど
の
大
な
る
者
：は
此
較
的
多
額

^
支

拂

ふ

の

理

由

あ

る

.ベ
く

、

又
、蓮 

送
價
値
の
大
な
る
渚
は
比
，較
的
多
額

?:
支
拂
ふ
の
能
力
が
あ
る
。
此
の
理
由
あ

6
能
力
あ
る 

者
を
し
て
、其
の
现
由
や
能
カ
の
程
度
に
應
じ
て
支
拂
は
し
め
る

Z

そ

»
食
の
公
平

?r
得
る
所 

以
の
途
で
あ
る

^
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

S

。
然
る
に
今

®
距
離
迤
送
の
揚
合
^
は
短
距
離 

.述

送

の

場

合

に

比

し

て

費

用

を

要

す
5 .

.こ
ど
も
比
較
的

^
少
く

、

又
運
送
價
値
も
遞
減
し
て
支 

拂
ふ
の
カ
も
此
較
的

^
減
少
す
る
も
の
な
る

乙 

'前

-:
節

k
於
て
論
證
し
た
る
斯
の
如
く
で 

あ
る

vj

す
れ
ば
、長
距
離
運
送
の
負
擔
を
比
較
的

^
輕
減
す
る
所
の
遞
減
賃
率
の
制
度
乙
.そは 

芷
に
公

.平
?:
得

た

る

も：

の
で
あ

'る
ど
云
は
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。

:

然
る

^
、長

'距
離
遞
減
賃
率
の
制
度
は
反
對

^
_不
公
平
な
制
度
で
あ
る

S
の
論
が
あ
る
。
其 

の
第
一

は
、
*
の

a
の
賃
率
は

®
距
離
運
送
の
負

®
?:
減
じ

®
距
離
運
送
の
負
擔

?:
軍

'
か

ら

し
 

め
.る

^

の

であ

つ

て
、砠
者

ヒ̂

つ

て
正

當
で
な

l r

/

云
ふ

ft
見
で
あ
る

(1
)。
併
し
な
が
ら
、此
の 

賃
率
は
、短
距
離
ょ
々
も
長
距
離

?:
低
率

R
定
め
る
こ
ビ
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ

第

二

十

四

卷

(

三
一
七〕

長
距
離
遞
诚
賃
率
の
极
據
に
就
い
て

 

f

s

一一三



I

.第

二

十

四

卷

(

三一
o

 

■

長
跟
離
遞
減
賃
率
の
极
據

S

い
て 

ニ
四
.

て、同
時

k
短
距
離
の
賃
率
を
引
上
げ
石

乙

S
を

も

必
然
的

k
意
味
し
て

.居
る
の
で
は
な
く
、短 

距
離
蓮
送
の
負
擔
を

.距
離
此
例
賃
率
の
場
合
ょ
う
も
積
極
的
に
.不
利
な
ら
し
め
る
乙
ど
に
は 

な
ら
な
い

0
で
あ
る

o
或
は
异
ふ
者
が
ぁ
ら
う
。
元
來
長
距
離
運
送
は
數
量
が
少
い
、然
る
に 

之
を
低
率
砍
す
れ
ば
此
の
方
面
か
ら
の
收
入
は
減
少
を
免
れ
な
い
#
つ
て
此
の
樹
失
を
埋
め 

合
せ
る
爲
め

k
短
距
離
連
送
の
負
檐
を

•積
極
的

0

%
加
せ
し
め
ざ
る
を
得
ざ
る
^
至
る
で
あ 

ら
う
ビ
。

併
し

.此
の
意
：見
は
、長
距
離
遞
減
賃
率
の
下

k
於
て
は
長

距

離
蓮

送
の
分
量

•

か增
加 

>
來
す

こ
ビ

を
'無
祖
し
た

.

.も
の
で
あ
る
。

此
の
制
度
の
，下

k
於
て
は
、長
距
離
速
送
の
增
加
は 

貨
物
の
方
面

k

於
て
特

k

著
し
い
。
身
客
の

方

面

R

於

て

は

長

距
離

旅

行

を
獎
勵
し
喚
起
す 

る
の

.力
が

^
い
Z

ビ

は
諸
家
の

0

め
る
所
で
あ
る
；か
、而

も

本
.邦
.
翁̂
け

.る
_此
の
種
の
賃

_

の 

實
胤
の
結
果
に
徵
し
て

.見
れ
ば
、此
の
方
面

R
於

' て
も

可
な

.
6
の
增
加
を
來
し
得
る

Z 

?
は

_ 

白
に
立
證

3
れ
る
。

.
若
し

.遞
滅
賃
率

.を
適

.當
k
定
め
る
ど
す
れ
ば
、假
令
長
距

*
の
賃
率

?:
引 

下
げ
て
も
：之

に

ょ

る

损

失

は

優
^

長
距
離
：交

通
.暈
の
增
加
火
ょ：

つ
•て
償
は
‘れ

る

で
あ
ら
う
。

從
つ
て
遞
減
賃
率
の
下

k

於
て
は
短
距
離
賃
率
は
必
ず
距
離
此
例

•賃

率

の

下

^
於
け
る
ょ
み 

も
高
く
な
る
ビ
は
斷
定
す
る

こ

ど
を
得

^

.
い
。

要
は
、遞
減

«

率
の

<
本
質
に
在
る
の
で
は

f 
く

し
て
、其
の
適
用
方
法
の
如
何
に
在
る

o
假
f

ド
短
距
：離
の
賃
率
を

.從
來
ょ

C
V

も
稹
陲
的
に
引 

上
げ
る
己

ビ

k

な：
る

ど
し
て

.も
、之
は

.比
較
的
多
額
を
.支
拂
ふ
の
理
由
も
能

力

も

多
大
な
る

•か
 

故

^

®
、つ
く
の
で
あ
っ
て

*

は
當
然

.の

.狀
態
へ
の

」

復
歸
に
外
な
ら
な
い
。
唯
、此
の
戰
も
引
上 

の
程
度

.如
何
代

!•
つ
.て
は

.問
0

ど
せ
ざ
る
：を
得

^
く
な
夺
が

‘此
の
意
味

0
於
け
る
問
題
は
全

- 

く 
別
個 
の、間
題
を
構
成
す
る
の
で

.あ
る
。 

,

E

r
高
橋

#
.

雄
氏

i

M
0
賃

論』

-
六
ニ

_
.三

.1
:
.
に

之
4

類

似
の

®
見
が

M
は
れ

る
。

例
へ
ば

「
ぽ 

距
離
を
往
復
す
る

も

の

が

遠
距
離
旅
行
者
殊
ー
に
有
産
階
級
の
费
用
を
負
擔
す
る
が
如
き
形 

W

ナ
り

f

ム
々」

運
賃
は
：：生產
費
に
薪
目

.

して定める

.

ょ
り
も
社
會
的
の
立
揚
か
ら

.

見て、

 

遠
跟
離
寄
の
费
用
を
纸
距
，離

.
客

の

負
^

;
力
な
ゾ
き
者
に
負

' 

擔

せ

し

め

ず

、
，一
べ
々

」

の

如

き

.
は

是

れ

(2)

で
あ
る
。

.關
■氏
^

揭
論
文
、一

j 

^
*
1-
六
H

參
照
た

ラ
ン
ク
は
長
距
離
遞
減
賃
率
は
短
距

‘離
：交
通
を
著
し
く
傷

U
ぬ

程

度

に

，
於

て

.
長

距

離

交

通
 

?:
獎

B
す
る
：V 」

S

ふ
折
衷
的
の
方
法
で
あ
る

.、V 」

い
ふ

Z

ズ
を

論

じ.で
大
要
次
の
如
く
に
云
つ 

X
居
る
。
日
く
、長
距
離
旅
行

R
伴
ふ
失
費
の
：措
大
は
旅
行
の
念
慮

?:
減
少
せ
し
め
る
。
故

k
、
 

旅
行
費
中
の
少
か
ら
ぬ

1
部
を
占
め
る
所
の

.蓮
賃
を
長
距
離
旅
客

^
對
し
て
可
及
的

^
或

->

第
二
十
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M
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距
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遞
诚
賃
率
の
极
據
I

い
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笫
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長
.距
離
；遞
诚
賃
率
.の
艰
據
に
就
い
て

 

第
i

 

. 

ニ」

、

す
る

-ZW

は
、鐵
道

R

ビ

つ
ての

荆
益
で

あ

る

。:，
;0

此
の

:'
*
_は

-«
啤
儺
旅
客

'へ
は
《
益
部
分
の
負 

»

そ
可
及
的

^

輕
減
す

5

z 

vj 

U

ょ

っ

て

果

た
^

れ
: #
3

。

そ
乙

で
*

行

者

へ

の

純

益

部

分
 

* 0

賦
課
は
長
距
離
ほ

r

小ノ
ぐ
せ
ら
る
ベ

さ

で

あ
る

€

の
要

求

が
生
ず
る

.-
0

然
る

R

、此
の

要

求

の
み
を
斟
酌
す
れ
：ば，長
诹
«
旅
客
の
迤
賃
は
短
距
離
旅 

ら
ず
、絕
對
'的
ド
も
少
く
計
算
せ
ら
る
べ
さ
で
あ
る
ど
の 

離
旅
客
の
み
纪
負
は
せ
る
ベ
き
で
あ
る
ビ
の
結
論
に
導 

能
で
あ
る
。
.何

I

れ
ば
、短
距
離
旅

客

の
運
賃
が
非
常 

れ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
近
郊
旅
行
は
旅
行
囘
數
か 

.も
重
要
な
る
部
分
を
占

.め
て
居
る
か
ら
、之
が
抑
魑
は
.極 

乙
で
近
郊
旅
行
に
過
大
な
る
負
擔
を
與
へ
る

H
/
を

避
け 

し
め
て
、而
も
純
益
部
分
の
賦
諌
は
旅
行
距
離
に
伴
つ
て 

嘴
す

.る
こ
ど
な
か
ら
む
が
爲
め

k
は
、自

'ら
次
の
原
則

^

の
分
配
賦
課

は

、負
擔
が
各
距
離
單
位
に
對
し
て
同
額
に

距
離
，の
大
ビ

次
る

ほ
ざ
單
位
距
離
に
對
し
て
益
ぃ
少
額
ビ
な

る

や
ぅ
化
定
め
ら
れ
得
る
が
如
く

客

の
運
賃
ょ

6
も
、此
較
的
に
の
み
な 

結
論
即
ち
、純
益
部
分
の
負

*
は
短
距 

く

@
で
あ
る
。
.併
し
之
は
實
行
不
可 

に
高
く
な
つ
て
、近
‘郊

旅

行

が

抑

壓

さ 

ら
沄
つ
て
も
收
入
か
ら
云
つ
て
も
最 

力
囘
避

_
れ
な

'け
れ

.ば
な
ら
ぬ
。
そ 

つ >

 
長
距
離
旅
行
の
■負
爾
を
輕
か
ら 

增
大
す
ベ
さ
で
あ
る
マ

」

の
原
則
に
違 

導
か
れ
る
。
目
的
ど

3
れ
.た
る
純
益 

定
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、旅

L
T

R
行
.は
る
べ

S
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
、短
距
離
旅
行
者
の
負
擔
が
短
距
離
旅
行
の
茜
痛
を
甚 

L
力
ら
し
め
る
ほ

V
J-R
•高
く
維
持

3
れ
る
こ
ビ
な

&
が
如
く
^
計
算
せ
ら
る
べ
さ
で
あ
る
ビ 

.い

ス

こ

ど

即

ち

是

れ

で
あ
る
。，

而
し
て

.斯
か
る
原
則
に
ょ
る
賃
率
ミ
.そ
長
距
離
遞
減
賃
率
に 

外
な
ら
な
い
の
で
あ
る

^

ビ
。

.:
■

;

(3Rank;

:p
p
. 0
4
 

w
. 

355 
ム 60.

. 

... 

. ぺ.
.
.
\
.
'
.

,*'

' 

; 

, 

— 

■

長
，距
離
遞
減
賃

•
を
振
て
不
公
平
な
る
賃
率
な

A
y 

€

做
す

.意
見
の
中

k
は
、そ
れ
が
旅
客

® 

輸

k
適
用

n

れ
た
揚

.合u

は
富
者
保
護
の
政
策
せ
な

6
、小
所
得
者

R
ビ

つ
て

M

當
で
な
い

、
€ 

S

ふ
翁
見
も
含
ま
れ
て
每
る
。
ヮ
ダ
ナ
！
や
關
博
士

. 

Q

意
見
の
如

&
は
是
れ
で
あ

.る
。
'

.

ヮ
ダ
ナ

f
は
、
旅
客
速
送
化

M
け
名

m
減

賃

率

は

、
積

，載
_
も

.良

好で

あ

へ

死

重
ヾ」

®
重

ビ

の 

割

合
も
.有

利

で

あA
發

.送

費

も

沙

いS
い
ふ
が
如
ぐ

R
IM
'營
の
技

術

的
•經
濟
的
の
狀
態
が

ft 

較
御
良
舟
で
あ
つ
イ
、長
途

k
亙
る
繼
續
旅
行
區
間
の
费

 

'用
が

減
沙
を
來
す
の

,一
事
ど
一
致
す 

る
揚
合

^
■
は
、
少 
<
 

も

- ®

,
.用，北
例
の
原
則
か
ら
判
斷
す
れ
ば
、一
一
般
的
に

或
る

程
度

ま

で
是

5

 

れ
得
る
ャ

ビ
法
り
て
、之
を
費
用
主
義
の

‘見
地
か
ら
是
離
し
て
居
る
が
、值
ち
に
之
に
語
を
次
い 

2

旅
行
に
於
て

M
る
.
.■退
距

酿

を

旅

行

：:^
得

る

者

植

止

層

の

社

會

階

級

及

び

經

濟

階

級

の

み

笫II

屮II

卷

S
1ニ〕

，■
離
遞
.減
■

の
：根
據
杧
澈
い
'.て
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長
.距
離
震
賃

S

极

據
に
：
就
；
ぃ
て

 

雪

辑

一

一

」

 

で
ぁ
る
が
、長
距
離
遞
減
賃
瘅
は
：此

の

階

級

そ

し

て

利

益

せ

し

む

る

も

.0
で
ぁ
る

b

.-
其
の
程
度 

.は
地
：
帶
賃
率
ほ
ざ

k
甚
し
ぐ
体
な
い
が
、

而
名
其
の
*
實
ぁ

る

Z
ミ

K
於

て

は

變

6
は

な
い

>> 

w

舌

つ
て
.
居
る
。
.又
關

if
*
名
略
力
同

#

の
言

t
爲
し
で
.居

ら
れ
る

o
日
ぐ「

距

*
遞
減
法
は 

性
質
土
長
距
離
蓮
賃

を
.低
率

多

ら
し
む
る

€

同
時

k
短
距
離

M

-M
t
高
率
な
ら
し
ひ
る
も
の 

な

A

V
從

つ
て

長
距
離
.旅

行
を
試
み
得
ベ
さ
階
級
は
之
が
爲

k
利
益

を
亨
 
< 
る
Z

€
大
な

る 

ベ
3

は
.
當

然
k

:
上

て

；、
此

の

：
僧級；
は
.
.富

者

：
欠

；
限
::
.
&
‘

:>
?:
ー
 

免
れ

ず
。

何
ビ

な
れ
ば
.

日
々
一
 

定
の
へ
職
；

業
k

從
事

.し
賃

0
1
得

A

階
級

0

如
: &

は
、
蓮
實

如
何

k

:f
f
i摩
な
る

も

殆
ん

r

長
距
離 

の
.
於
行
を
試
ひ
べ
念
機
畲
を
有
せ

^

る
を
^

^

な

之

：

加
.
之
、：
.
.：
長
距
離
蓮

.
賃
の
氐
廉
ょ

M 

等

の
階
級

者

k
旅
行

の
#
會
を
增
加

せ
し

か
る

を
得

ず

^
て
、低

.

減
，
法

は

Jt
較
询
負
輝
力
多
き 

階
級
k

利

溢
を
與
ふ
る

k

ih
咬
る

ベ
さ
な

6
 

:

:
遞
減
法
は
富
者
保
議
..の
政
策
な
々
ビ
云
ふ 

も
不
當
k

.

非
ざ
る
べ
し
へ
要
之
、遞
減
法
は
國
民
經
濟
上
多
數
の
下
層
階
級
^
對
し
て
多
大
の
專 

擔
を
爲

S

し
め
且
つ
，旅
行
の
機
，會

.
を
減
少
せ
し
む

^

不
公
平
な
る

.
賃
.
率
制
度

•

，：
fc

し
て
速 

k

改
疋
を
要
す
ベ

S

な
う
J
C6
)

ど
。

的
關
一
氏

「

罾
道
旅
客
運
賃
制
度
の
改
正

J
(『

國
家

^

會
雜
誌
、

』

笫
一
一
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卷
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十
一
狨
、四
五
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四
六

I

i

s

)

.

. 

. 

- 

* 

. 

. 

.

思
ふ

K
長

.距
離
遞
減
賃
率
の
下

k
於

.て
：は
、短
距
離
旅

.行
者
の
負
擔
が
長
距
離
•旅
行
者
の
負 

擔

ょ
^
 

^
比

較

的

fe
重

.

か
.：

ら

し

め

ら

れ.る
i

は
、此
の
賃
率
制
度
の
本
質
か
ち
當
然

u
生
：ず
る 

所
で
あ
つ

.て
、
其

.の

斯

 

< 

.
の
如
さ
事

'實
：あ

るZ 
.ビ

は
疑
な
い

o
併
し
、此
の
比
較
的

®
さ
負
.擔は 

必
ず
し
名
此
の
賃
率
制
度
化

*

づ
い
て
必
然

的
纪

積
櫥
的
^
其
の
增
加
を
來
し
た
結
果
た

る 

も

の
で
な
い
ビ
い
ふ
こ
ど
は
前

-

R

も

述
ベ

.た
，通

3
で
あ

る
o

〔

又
’

所
得
少

&

者
が
槪
し
て
長

®

 

離
旅
行
を
多
大

k
行
ふ
こ
ミ

?:
得
ず
し
て
、右

.の
利
建

R
溶
す
る
機
會
を
多
く
得
難
い

Z

ヾ

」

も 

疑
：ない

o
.併

し
、
此
の
遞
減
賃
库

e)
'
澤

R
溶
し
得
る
者
は
素

!■
'
6
敗
.て
富
者
の
み
化
限
ら
れ
た 

_
で
は
な
い
。
事
實
上

^
於
て
は
自
ら

.富
者
が

.大
多
數
を
占

.め
る

Z

ど

^
5:
.る

で
あ 

'ら
5
が
.
 

小
所
得
者

.

.
W

雖
も
，必
要
妃
ょ
み
敗
は
希
望

^
1.
'
つ
；て
長
距
離
旅
行
を
行
ふ
場
合

^

は
等
し
く 

此
の
澤

R
溶
し
得
が
乙

ビ

は
勿
論
で
あ
る
。
又
、小
所
得
者
ば
槪
ね
短
距
離
旅
行
を
し
か
行

a 

得
な
い

.で
知
ら
ぅ
、

^

い
ふ

Z-
ヒ
は
了
解
に
苦
し
ま

ぬ

所
.で

あ
る

。
-'

併
し
、
逆
}c
、
«

距
*

浪
行

t 

行
ふ
者
は
小
所

#.
者
の

4

で
あ
る

w

は
決
し
て
云
は
れ

#:
ル

い
？

"旅
客
全
躐
の
中
^
於
て
短

笫

ニ

十
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.
_
遯
减
賢

#
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.
根
镞
に

_

ぃ
.て 

0
M
.

三

D

距
離
旅

.客
が
太

部
分
を
占
め
て
居
る
も
の
：ど
す
れ
ば
、大
體

R

於
て
此
の
事
麓
は
富
者
の
揚
合 

の
み
に
就
い
て
見
.て
も
當
て
篏

t

る
で

ぷ
ら

5 

0即
ち
、
當

者
の
揚
合
に
於

^
も
、短

E
m

旅
行 

を
行
ふ
機

會
は

長
距
離
旅
行
を
行
ふ
機
會
ょ
々
も

.
遙
か

k

多
大

^

上
る
で
あ
ら
ぅ
。
残
ら
ば
、
 

此
の
賃

率
制

1Q
下
k

於
て
は
富
者

％

獨
々
常
；

^

其
の

.
0 

^

以
み
®
し

p

居

々
，小

所

# 
^
が 

獨

6

常

^

其
の
災
を
の
み
受
け
て
居
る
、

V
J

い
ふ
靜
で
は
あ
々

#

な
い

9

.
加
之
、此
の
賃
率
切
度 

?:
'
.ば
獨

6
 
$
者
の
保
議

k

の
み
惰
す
る

乙

ど
な

か

ら
し
め
る
の
エ
夫

5:
加
へ
て
賞
行
す
る
乙 

t

も
不
可
能
で
は
な
い
仞
へ
ば
富
者

の，
好
ん

で

利
用
す

る

優
等
等
級

k

對
し
て

は
，
等
し
く 

遞
減
法
を
實
行
し
っ
、
も
賃
率
全
體
の
：水
準
を
：比
較

«|
.
,高
い
程
度

^
据
ぇ
置
く

ど
か
、
優
等
列 

車
へ
の
乘
車
.賃

R

 

.

は
比
：
較

的
高
率
の
割
增
金
を
課
す
る
ミ
か
い
ぶ
が
如
さ
は
是
れ
で
あ
る
。

要
す

る
.
k
、此

の
賃
率
制
度
が
小
所
得
者

k

ゴ

つ

て
不
公
正
で
あ
る
ご
い
ふ
事
實

は
、
其
の
指
摘 

笋
れ
非
難

さ

れ

て
居

る
程
度

ほ
ざ
に
甚
し
い

も
の
で
は
な
い

ビ

云
ふ

Z
€
が

出
來
ょ
ぅ

。

'

.

附
言
。

.
長
距
：離.遞
減
賃
率

の.：

根
據
は
、以

,'

上

：
述

べ-:
來

0

た
所
の
：外
に
、更

S

舉
の
見
地
、即
ち 

■

國
民
經
濟
上
に
及
ぼ
す
結
果
並
.び
に
鐵
道
の
收
益
に
及
ぼ
す
結
果
の
點
か
ら
立
論 

す
る
と

W

が
出
來

•る
が、今.
间
は
超
等
の
點
に
は
觸
れ

ず
に
蹬

<
o 

,

_
__ 

-■s-
r.
-
'
_
g=
§

 

"

f

-
i

 

^

-

r

r

-
-
.
. 

■ 

,
•
1

-

交
通
機
關
の
發
達
が
，產
業
上
の
改
革

t

遂
行
せ
し
ひ
る
上

^
缺

く

ベ
か
ら
ざ
る

i
の
で
あ 

々
，又
そ
の
發
達
が
後
者
の
進
步
發
達
ど
相

_
的

な

も

.の

で

あ

る

こ

ミ

等

は

極

め

て

明

白

な

事 

.實

.で
あ
る
。
英
國

k
:於
い
て
第
：十
八
世
紀
の
產

‘業
革
命
を
、可
能
な
ら
し
む
る
，た
め
に
は
交
通 

機
關
ど
し
て

#
く
の
道
路
の
改
良
が
行
は
れ
た
。
こ
の

乙

翁
っ
ぃ
て
は
す
で
ド
本
誌
第
二 

十
三
卷
第
十
號
鐘
國

k
.於
.け
る
道
路
の
；發
：逢
.ど
.産
業
：革
命」

ど
；題
.し
て
論
述
し
て
置
い
た
。
 

今
Z 

> 

k主
題

ビ
す
る
運
河
の
發
展
は
道
路

.の
改
良
以
上

k
產
業
革
命

ビ
は
密
接
な
關
係
が 

あ
る
？

.殊
k
第

I.

期
産
業
革
命

ビ

も
宏
ぶ
ベ
▲

一

 

八一

.一5

年
頃
ま
で
は

.運
河
が
交
通
機
關

€ 

し
て
重

.要
な
る
役
目
を
演
じ
で

.Q

た
の
で
あ
る
。

'
故

は

乙

の

時

期

を

交

通

機

關

の

*
場
ょ
み 

第ii

十
四
卷
' cni H

五)

運
河
基
業
革
命
' 

第

三

號

三

一


